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米沢有為会米沢支部だより
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(公社)米沢有為会米沢支部総会を 5月 31日 (日 )午後 3時からホテル サンルー ト米沢

で開催しました。議事では、支部会員について前年度より44名 増カロじ652名 になつた

と報告があり、支部決算を承認。27年度の事業計画案、収支予算案も原案通り可決し

ました。役員改選でも原案通りに承認、新常務理事に遠藤善則氏が就任しました。

また、我妻榮記念館の劣化改修工事の状況と8月末までの体館が報告されました。続

いて支部表彰式が行われ、 14イ固人と8団体に特Я」顕彰が贈られました。(詳細は次ベー

ジに)。
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青
少
年
の
健
や
一か
一な
成
長
を
願
っ
て

謙

市
疵

各

叫

桑

手

塚

宮

雄

昔
か
ら
日
本
で
は

「
十
は
宝
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
少
子
化
が
進
む
今
日
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
や
社
会
に
と

っ
て
ま
す
ま
す
か
け
が
え
の
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
人

間
性
豊
か
に
成
長
し
、
自
立
的
、
主
体
的
に
行
動
し
て
く
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
大
　
・

人
の
願
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
米
沢
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
こ
の
願
い
の

実
現
に
貢
献
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
３３
年
間
に
わ
た
り
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
米

沢
市
教
育
委
員
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
関
係
機
関
や
団
体
、
学
校
か
ら
も
様
々

な
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

　

・

けげ砂跡け晰商期はａげ榔輛け鑢高れ♭』鋪琳騨」端蜃輔型材料刑につ　　・‐

い
じ
め
も
依
然
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ
事
件

な
ど
で
被
害
に
遭
う
子
ど
も
た
ち
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
し
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
て
、
山
形
県
で
は
平
成
２５
年
度
よ
り

「
ク
い
じ
め

・
非
行
を
な
く
そ
う
″
や

ま
が
た
県
民
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
市
民
会
議
も
市
内
の
全
小
中
学
校

と
協
力
し
て
い
じ
め
・非
行
の
根
絶
を
目
指
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
１７
地
区
の
青
少
年
育
成
地
区
民
会
議
な
ど
９２
の
構
成
団
体
に
呼
び
か
け
、
家

庭
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
企
業
と
連
携
し
て
、
成
人
向
け
図
書
調
査
や
環
境

づ
く
り
懇
談
会
、
市
民
大
会
、
地
域
活
動
交
流
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
ｃ

こ
う
し
た
活
動
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
は
人
生
経
験
豊
か
な
年
配
者
た
ち

で
、
ま
さ
に
元
気
な

「老
人
パ
ワ
ー
」
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
々
の

活
動
の
底
流
を
な
す
内
な
る
熱
い
思
い
は
、
子
ど
も
た
ち
を
行
事
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
他
を
認
め
合
い
、
思
い
や
り
の
心

や
人
を
信
頼
す
る
心
を
育
み
、
人
生
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
い
じ
め
や
非
行
を
否

定
す
る
人
生
観
を
身
に
着
け
て
ほ
し
い
と
の
願
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ｃ

当
市
民
会
議
は
、
今
後
も
関
係
機
関
や
団
体
、
学
校
な
ど
と
協
力
し
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
の
個
性
や
資
質
を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
成
長
し
、
将
来
社
会
で
た
く

ま
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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＝
個
人
一
〓
一団
体

一を
特
・別
顕
彰

支
部
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
表
彰
規
則
に
基
づ
き

次
の
１４
個
人

・
８
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
功
労
者

・
産
業
功
労

者
は
今
回
も
該
当
が
な
く
特
別
顕
彰

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
部
表
彰
者
は
有
為
会
会

誌
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

一受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（学
校

・
学
年
は
平
成
２６
年
当
時

の

も
の
で
す
。
）

爆
濯
一硼側樅文

▼
松
本
　
慧
さ
ん（米

沢
三
中
２
年
）

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
飛
板

飛
込

。
第
８
位
　
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
カ
ッ
プ
飛
板
飛

込

。
第
６
位
　

ンヽ
ン
ク
ロ
飛
込
第
６

位
　
県
中
体
飛
板
飛
込

・
第
１
位

高
飛
込

・
第
１
位

▼
長
沼
明
音
さ
ん

（米
沢
四
中
２
年
）

東
北
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技

女
子
共
通
８
０
０
Ｍ

・
第
２
位

▼
尾
形
有
香
さ
ん

（米
沢
三
中
３
年
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文

コ

ン
テ
ス
ト

・
県
最
優
秀
賞
　
〓目
少
年

読
書
感
想
文
山
形

コ
ン
ク
ー
ル

・
優

秀
賞
ほ
か

▼
菅
野
友
紀
さ
ん

（米
沢
四
中
３
年
）

日
本
学
生
科
学
賞
中
学
生
の
部

・

県
最
優
秀

（全
国
大
会
出
品
）

▼
今
丼
日
奈
子
さ
ん（米

沢
四
中
２
年
）

ジ

ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ー
０

０
字

コ
ラ
ム
コ
ン
ク
ー
ル
・大
賞
（全

国
第
１
位
）

▼
猪
野
陽
太
さ
ん

（沖
郷
小
４
年
）

読
書
感
想
画
中
央

コ
ン
ク
ー
ル

・

優
秀
賞
　
県
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー

ル

・
最
優
秀
賞

▼
伊
藤
悠
音
さ
ん

（赤
湯
小
６
年
）

県
小
学
生
陸
上
大
会
男
子
６
年
１

０
０
Ｍ

・
第
１
位

▼
赤
湯
小
学
校
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

伊
藤
悠
音
さ
ん
、
佐
藤
賢
明
さ
ん
、

竹
田
健
史
郎
さ
ん
、
島
貫
達
也
さ
ん

県
小
学
生
陸
上
大
会
男
子
４
×
１

０
０
Ｍ
リ
レ
ー

・
第
１
位
　
全
国
小

学
生
陸
上
交
流
大
会
４
×
１
０
０
Ｍ

リ
レ
ー

・
第
４
位

▼
吉
田
百
那
さ
ん

（糠
野
目
小
６
年
）

県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

陸
上
競
技
小
学
女
子
８
０
０
Ｍ

・
第

１
位

▼
黒
澤
里
菜
さ
ん

（中
郡
小
６
年
）

県
小
学
生
陸
上
大
会
女
子
１
０
０

Ｍ

・
第
１
位

（全
国
大
会
出
場
）

▼
佐
藤
　
和
さ
ん

（宮
内
中
３
年
）

長
崎
団
体
陸
上
競
技
少
年
少
女
Ｂ

ｌ
０
０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

・
準
優
勝
　
全

国
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女

子
１
０
０
Ｍ

ハ
ー
ド

ル

・
準
優
勝

東
北
中
学
校
陸
上
大
会
女
子
走
幅

跳

・
準
優
勝
ほ
か

▼
高
畠

一
中
野
球
部

東
北
中
学
校
野
球
大
会

・
第
３
位

県
中
学
校
軟
式
野
球
競
技

・
優
勝

▼
神
保
朱
李
さ
ん

（高
畠

一
中
３
年
）

東
北
中
学
校
柔
道
大
会
女
子
個
人

７０
キ
ロ
級

・
第
３
位

（全
国
大
会
出

場
）

県
中
学
校
柔
道
大
会
女
子
７０

キ
ロ
級

・
優
勝

▼
川
西
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

東
北
中
学
生
ホ

ッ
ケ
ー
新
人
大

会

・
優
勝

▼
川
西
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

東
北
中
学
生
ホ

ッ
ケ
ー
新
人
大

会

・
準
優
勝

▼
高
橋
夢
華
さ
ん

（南
部
小
６
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
交
流
大
会

・
出

場
　
県
小
学
生
陸
上
大
会
女
子
８０
Ｍ

ハ
ー
ド
ル

・
優
勝

▼
米
沢
興
譲
館
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

立
ロ

全
国
高
校
総
合
大
会

フ
ェ
ン
シ
ン

グ
競
技
女
子
学
校
対
抗

・
第
５
位

▼
松
本
　
駿
さ
ん

（興
譲
館
高
２
年
）

東
北
高
校
選
手
権
大
会
水
泳
競
技

男
子
高
飛
込

。
第
２
位
　
男
子
飛
込

総
合

・
第
２
位

▼
米
沢
商
業
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

全
国
高
校
総
合
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
大
会

。
第
５
位
　
東
北
選
抜
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
大
会

・
優
勝

▼
九
里
学
園
高
校
陸
上
競
技
部

東
北
高
校
陸
上
選
手
権
大
会
女
子

学
校
対
抗
の
部

・
総
合
優
勝

▼
九
里
学
園
高
校
女
子
リ
レ
ー
チ
ー

ム
石
河
遥
香
さ
ん
、
村
山
詩
織
さ
ん
、

高
橋
か
お
り
さ
ん
、
菊
地
葵
さ
ん
、

根
木
真
理
子
さ
ん

全
国
高
校
陸
上
競
技
大
会
女
子
４

×
１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

・
第
７
位
　
日

本
ジ

ュ
ニ
ア

・
ュ
ー
ス
陸
上
競
技
大

会
女
子
４
×
１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

・
第

６
位

▼
後
藤
美
加
さ
ん

（米
沢
工
業
高
校
３
年
）

東
北
高
校
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会

フ
リ
ー
ス
タ
ィ

ル
４９
キ

ロ

級

。
優
勝
　
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ
ト
女
子

の
部

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
５２
キ
ロ
級

。

ジ

ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ

・
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
ジ

ュ
ニ
ア
の

部
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
４９
キ
ロ
級
出
場

ほ
か
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繰越金     1  329,844
会 費     1 2,240,000

諸収入     1     56

(収入合計〕

決算額  1 比較増減
(2,   1  曖)一 |'

正会費    @7,000× 97人 = 679,000

賛助会員 (個 人)@3,000× 357人 =1.071,000

賛助会員 (法 人)@10,000× 61人 = 610,000

平成26年度 決 算 平成27年度 予 算回
田

Щ
∞
せ
ヽ
経
肝

〔収入の部〕

自

至

平成26年 4月 1日

平成27年 3月 31H
〔収入の部〕

ビ1 .14成27114サ jl「
1

至 平成28年 3ナ 1311]

ｏ
％
製
詭
悩
Ｋ
米
“
熙
撫
Ｋ
米

|

|

お
　
Ｈ∞
　
醸

項   目
本年度予算額

(D
前年度予算額

C)
誠
②

躙
０．

摘 要

繰越金 707,452 329844 377,608

300,000

△ 8

前年度からの繰越金

会  費

諸収入

2.540,000

48

2.240000

56

正会費    @7.000× 100人 = 700,000

賛助会員 (個 人)@3,000× 380人 =1140,000

賛助会員 (法人)@10.000× 70人 = 700.000

預金利子等

(収入合計〕 3,247.500 2569900 677,600

〔支出の部〕

項   目
予算額
①

決算額
②

比較増減
②―①

摘 要

本部費 1.120000 1,180,000 60.000 会尋寄澤内イ寸
`釜

 2,360,000× 1/2

事業費 480000 333,165 △ 146.835

教育奨励費 160000 138,847 へ 21.153 特別顕彰表彰状及び記念品等

産業振興費 0 0 0

講演会 交流会費 120000 90,638 △ 29,362 講師謝礼及び交流いも煮会費

支部だより費 200,000 103,680 △ 96320 支部だより印刷

管理費 670,000 447,691 △ 222309

事務費 120,000 120,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 0 △ 10000

総会費 70,000 44,552 △ 25448 総会案内はがき印刷、案内郵送料等

通信運搬費 200,000 145,497 △ 54,503 理事会 本部総会案内 会誌等送料

印刷費 120,000 67 135 △ 52865 封筒印刷等

諸手数料 70,000 50,212 △ 19,788 郵便振替手数料 (会費振込分)等

消耗什器備品費 50,000 19,373 △ 30627 プリンタラベル・流しゴム印代等

交通費 20,000 0 △ 20,000

諸雑費 10,000 922 △ 9,078 弔電代 (故松岸吉晴氏)

4予備費 89,900 21,600 △ 68,300 ラジオCMスポンサー料金

5次期繰越金 210,000 707,452 497,452 次年度繰越金

〔支出合計〕 2,569,900 2,689,908 120,008

〔支出の部〕

項   目
本年度予算額

0
前年度予算額

②
比較増減
①―②

l商 要

会,議静内イ寸:営  2,540,000× 1/2本部費 1.270000 1,120,000 150.000

事業費 560,000 480,000 80,000

教育奨励費 200000 160,000 40.000 教育功労 特別顕彰表彰状及び記念品等

産業振興費 40000 0 40.000 産業功労表彰状及び記念品等

講演会 交流会費 120000 120,000 0 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等

支部だより費 200000 200,000 0 支部だより発行 (2回 )印刷、送料

管理費 730,000 670,000 60000

事務費 180000 120,000 60000 常務理事報酬

会議費 10,000 10,000 0 諸会議費

総会費 70000 70,000 0 総会案内、資料印刷、運送料等

通信運搬費 200.000 200,000 0 理事会 会報 会誌等送料等

印刷費 120,000 120,000 0 案内葉書、封筒印刷等

諸手数料 70,000 70,000

50,000

0 郵便振替手数料 (会費振込分)等

消耗什器備品費 50,000 0 各種消耗品、ゼロックス代等

交通費 20,000 20,000 0 各支部等交流旅費等

諸雑費 10,000 10.000 0

予備費 200,000 89,900 1 10 ,00

5次期繰越金 487,500 210,000 277,500

〔支出合計〕 3,247,500 2,569,900 677600
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米沢有為会米沢支部だより

零肇曽3ヨ華言聾婁

米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

ジ
ー
エ
ス
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福

　

崎
　

真

知

子

今
年
９
月
１７
日
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
交

流
の
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
「
支
倉
常
長
」

の
生
誕

の
地
、
山
形
県
米
沢
市

に
於

い
て
、

ス
ペ
イ
ン
大
使
を
お
迎
え
し

「支
倉
常
長
生

誕
祭
」
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
支
倉
常
長
生
誕
祭
」
は
、
２
０
１
３
年

６
月
～
２
０
１
４
年
７
月
に
か
け
て
ス
ペ
イ

ン
国
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
ス
ペ
イ
ン
交
流

４
０
０
周
年
記
念
事
業
に
敬
意
を
表
し
、
両

国
の
末
永
き
平
和
を
祈
念
す
る
事
業
と
し
て

オ
ー
ル
米
沢
の
力
と
、
ゆ
か
り
の
地
官
城
県

仙
台
市
、
石
巻
市
、
川
崎
町
な
ど
地
域
を
越

え
た
方

々
の
ご
協
力
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

２
０
１
４
年

６
月
、
東
北

の
音
楽

ア
ー

テ
ィ
ス
ト

クピ
ユ

”

”
８
一
ｃ
●
〓
天
地
人
″

は
、
日
西
交
流
４
０
０
周
年
に
参
加
し
、
「
ト

レ
ド
」
「
セ
ゴ
ビ

ア
」
「
マ
ド
リ

ッ
ド
」
「
バ

ル
セ
ロ
ナ
」

の
四
都
市

に
お

い
て
、
「
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
そ
の

際
岩
手
県
知
事
か
ら
東
日
本
大
震
災
支
援
の

お
礼

の
親
書
、
及
び
米
沢
市
長
か
ら

メ

ッ

セ
ー
ジ
を
託
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
四
都
市

の
各

市
長

へ
そ
れ
ら
の
親
書
を
お
渡
し
し
ま
し
た
こ

そ
し
て
米
沢
市
は
、
支
倉
常
長
が
誕
生
か
ら

７
歳
ま
で
過
し
た

「
生
誕
の
地
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
天
地
人
」
は
米
沢
関
地
区
の

「生

誕
地
の
土
」
を
ス
ペ
イ
ン
に
持
参
し
、
ト
レ

ド
軍
事
博
物
館
で
行
わ
れ
た

「
桜
植
樹

の
交

流
記
念
事
業
」
に
於

い
て
こ
の
土
を
撒

い
て

植
樹
を
行

い
、
終
了
後
、
ト
レ
ド
博
物
館
館

長
か
ら
米
沢
に
お

い
て

「
桜

の
植
樹
」
の
提

案
が
あ
り
、
そ
の
際
に
撒
く

「
上
」
を
預
か

り
帰
国
し
ま
し
た

．^

９
月
１７
日
は
、
支
倉
常
長
生
誕
の
地
に
こ

の
土
を
撒

い
て
の

「
桜

の
植
樹
」
、
伝
国

の

杜
に
て

「
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
「
記
念

コ

ン
サ
ー
ト
」
を
行

い
常
長
の
功
績
を
顕
彰

い

た
し
ま
す
。
今
回
米
沢
市
に
お

い
て
初
め
て

開
催
さ
れ
る
こ
の
事
業
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
周

知
さ
れ
て
い
る
氏

の
偉
業
を
ゆ
か
り
の
地

の

方
々
と
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
方
活
性
化

に
も
繋
げ
た

い
と
企
画
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
企
画
は
、
前
述

の

「
天
地
人
」
が

所
属
し

て

い
る
音
楽
事
務
所

の
代
表

で
あ

り
、
米
沢
出
身

の
名
和
玲
子
さ
ん
と
私
の
出

会

い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

１２
年
前
に
東
京

で
偶
然
に
出
会

い
、
そ
の
３
年
後
に
米
沢
法

人
会
と
渋
谷
法
人
会

の
女
性
部
会
が
東
京
で

交
流
会
を
実
施
、
そ
の
席
で
、
名
和
さ
ん
と

再
会

い
た
し
ま
し
た
。
当
社
で
運
営
し
て
い

る
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー

ク
ア
ズ

マ
ン
ジ

ャ
ー
ク

の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
は
、
「
天
地
人
」
津
軽
三

味
線
奏
者

の
黒
澤
博
幸
氏
が
作
曲
、
ヴ
ォ
ー

カ
ル
は
ダ

ニ
エ
ル
カ
ー
ル
氏
と

い
う
夢

の
よ

う
な
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
て
完
成
し
ま
し
た
。

名
和
さ
ん
と
私
は
、
政
治

・
経
済
が
で
き
な

い
、
「
心
」
を
大
事

に
し
た
新
た
な
事
業
展

開
を

「
文
化
交
流
」
に
て
繋
ぎ
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
役
目
を
認
識
し
、
産
業

の
活
性
化

を
日
的
と
し
て
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
平
成
元
年
７
月
に
創
業
、
大
学

生
向
け
の

「
地
域
と
学
生
を
結
ぶ
情
報
新
聞

ザ

ワ
ワ
」
、
「
前
田
慶
次
瓦
版
」
、
地
域
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

「
よ
ね
ざ
わ
ネ

ッ
ト
」
、
夏
体

み
の
親
子
の
思

い
出
作
リ
イ
ベ
ン
ト

「夏

の

お
し
ょ
う
し
な

フ
ェ
ス
タ
」
、
葉

っ
ぱ
ビ
ジ

ネ

ス
映
画

「
人
生

い
ろ
ど
り
」
上
映
会
等

々
、

米
沢
が
明
る
く
、
元
気
な
町
で
あ
り
続
け
る

為
に
、
企
画
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
．
今

後
も
地
域
活
性
化
と
は
？
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、

わ
く
わ
く
す
る
地
元
密
着

の
企
画

・
デ
ザ
イ

ン
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

弊
社
は
元
々

「鯉
の
官
坂
」
と
い
う
屋
号

で
、
創
業
以
来
ほ
ぼ
鯉
料
理

一
本
で
商
い
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
１４
年

に
発
生
し
た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス

（Ｋ

Ｈ
Ｖ
）
に
よ
り
、
甚
大
な
風
評
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
１７
年
に
社
名
を
帥
タ

ス
ク
フ
ー
ズ
に
変
更
し
、
米
沢
牛
や
山
形
県

産
黒
毛
和
牛
、
三
元
豚
な
ど
の
銘
柄
豚
、
そ

の
他
地
場
産
品
な
ど
鯉
以
外
の
原
材
料
に
し

た
惣
菜
を
製
造
販
売
す
る
分
野
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。

弊
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
は
、
創
業
１

６
６
年
の

「煮
炊
き
」
の
技
術
と
、
毎
年
最

低
５
品
目
の
新
商
品
を
投
入
し
て
い
る

「商

品
開
発
力
」
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
商
品
に
お

い
て
は
、
安
心

・
安
全
性
の
追
求
は
当
然
の

こ
と
で
、
化
学
調
味
料
、
合
成
保
存
料
、
合

成
着
色
料
を
使
用
せ
ず
、
「
煮
る

・
炊
く
」

を
得
意
と
す
る
伝
統
に
培
か
わ
れ
た
技
術
を

駆
使
し
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
手
作
り
に
こ

だ
わ

っ
て
皆
様
に
喜
ば
れ
る
商
品
を
つ
く
る

た
め
に
、
技
に
磨
き
を
掛
け
て
い
ま
す
。

味
に
つ
い
て
も
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

ー
を
置
き
、
「
食
べ
て
感
激
、
も
う

一
度
食

べ
た
く
な
る
、
人
に
奨
め
た
く
な
る
」
、
そ

ん
な
美
味
を
追
求

し
た
も

の
つ
く
り

に
務
め
て
お
り
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま

で
ま

っ
た
く

の
ゼ

ロ
か
ら
始
め
た
食

肉
加
工
製
品
の
製

造
販
売
で
す
が
、
現
在
で
は
鯉
製
品
の
シ

ェ

ア
に
迫
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
米
沢
を
代
表
す
る
鯉
と
牛
と

い
う

２

つ
の
食
材
や
、
そ
の
他
地
産
食
材
を
機
軸

に
、
上
杉

・
米
沢
の
食
文
化

の
守
り
伝
え
る

こ
と
は
元
よ
り
、
こ
れ
ま
で
市
場
に
な
か

っ

た
、
安
全
で
尚
且

つ
美
味
し
い
新
商
品
を
創

造
す
る
こ
と
が

一
つ
。
も
う

一
つ
は
、
自
ら

の
企
業

の
発
展
を
通
し
、
お
客
様
に
感
動
と

健
康
を
与
え
、
地
域
社
会
に
少
し
で
も
貢
献

す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
社
員

一
九
と
な

っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
米
沢
有
為
会
で

は
、
長
男
が
仙
台
、
二
男
が
東
京

の
興
譲
館

寮
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ｃ
お
か
げ
さ
ま

で
二
人
と
も
興
譲
館
寮
で
は
、
多
く
の
良
き

友
と
思

い
出
を
得

て
社
会
人
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
米
沢
有
為
会

の
育
英
事
業

の
お

か
げ
で
す
。
今
後
は
親
で
あ
る
私
が
当
会
に

ご
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
（）
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

▼
今
年
の
夏
は
暑
か

っ
た
。
そ
し
て
熱

か
つ
た
ｏ
東
北
悲
服
の
甲
子
鳳
大
会
優
勝
ヘ

ま
た
半
歩
、
届
か
な
か
つ
た
。
東
北
勢
で
春

夏
合
わ
せ
て
Ｈ
度
目
の
決
勝
進
出
。
仙
台
育

英
に
期
待
し
、
８
国
ま
で
同
点
の
素
晴
ら
し

い
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。

▼
今
大
会
は
Ｌ
東
高
西
低
」
だ
っ
た
‐‐。
近
年

一一一一一瘍申申りに一̈］中中一赫

る
日
を
見‐
た
い

，
―
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